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送る心、応えようとする心
校 長 古 市 直 彦

３月３日(木)の午後、校内テレビ放送を使って「三年

生を送る会」を行いました。

主な流れは以下のとおりです。

① 8組の発表（３年生へのメッセージと

８組全員でのトーンチャイムの演奏）

② 生徒会企画パート１

③ １年生の発表（メッセージムービー）

④ 生徒会企画パート２

⑤ ２年生の発表（４コマ劇場）

⑥ 生徒会企画パート③

⑦ 生徒会発表（思い出のアルバム）

⑧ 在校生代表の言葉・記念品贈呈

⑨ ３年生代表の言葉

各学年が事前に準備・撮影・編集した動画等を各クラ

スの教室で視聴する形の分散型での実施で、体育館に集

合しての実施にはしませんでした。卒業式を来週に控え

た３年生ができるだけ他学年と接触しないですむように

との配慮です。

本校では、昨年度からこの形式で「三年生を送る会」

を実施していますが今年の動画は、内容や撮影に昨年よ

り工夫が見られ、レベルアップしていたように感じまし

た。

教室で、３年間の学校生活を共に過ごしてきたクラス

メート達と「三年生を送る会」に参加していた３年生は、

１・２年生が工夫して準備した動画に集中して、そして

笑顔で見いっていました。

できるだけ抑えようとしていたのに、あまりの感動に

２年生による「３年生あるある劇場」のひとコマ

１年生による「人文字メッセージ｣

８組全員でのトーンチャイムの演奏

懐かしい先生方からのメッセージも…

３年生一人一人への招待状



つい声が出てしまうこと

もありましたが、それで

も自制しながら、必死で

楽しもうとする姿を見て

いたら、自然と私自身も

も笑顔になっていること

に気付きました。

会の終わりには、生徒

会長の阿部莉華さん(２－４)から３年生に、次のようなメッセージと記念品が贈られました。

それに応える形で、３年生代表の長田韻野さん(３－５)から次のようなメッセージが返されました。

１・２年生の「感謝の気持ちを伝えようとする心」と、３年生の「そ

れを受け止め、応えようとする心」をしっかりと感じることができた、

「まとまり」や「暖かみ」をとても感じることができた「三年生を送る

会」になりました。

いよいよ今週は、３年間「一致暖結」をめざしてきた３年生の最終週

となります。どんなフィナーレを見せてくれるか楽しみです。

今日は３年生のために、このような会を開いていただきありがとうございました。コロナで体育

館でやるのが難しい中、映像などを工夫していただき、とても良い思い出になりました。

１年生の心のこもった温かいメッセージは、３年生全員の心にとても響きました。

また、２年生の発表は、どのクラスもとても面白く、クラスや学年に笑顔があふれました。

８組の演奏もきれいで、とても楽しめました。そして、生徒会の発表は、今までの思い出がよみ

がえってきて、卒業が寂しくなりました。どの発表も、すごく感動的でした。１・２年生の皆さん、

生徒会本部の皆さん、この会を開くのに、たくさんの苦労があったと思います。ありがとうござい

ます。私達は、残り１週間と少しで卒業です。皆さんからいただいた思いを、先輩として、後輩や

お世話になった先生方に示せるようにこれからがんばっていきたいと思います。今日は本当にあり

がとうございました。

三送会、どうだっだでしょうか。１・２年生が力を合わせ

て作ったビデオ、楽しんで見ていただけたらとても嬉しいで

す。この会のおかげで、私達１・２年生も先輩方のがんばり

を見ることができ、これからの若松中を引き継ぐ意識を高め

る良い機会にもなりました。入学したときからたくさんお世

話になった先輩方、いままでこの若松中を引っ張ってくださ

り、ありがとうございました。

笑顔で楽しむ３年生 時には涙も…

わきあがる拍手。自然に…

５０賞 ４☆５０賞について
フ ィ フ テ ィ フ ォ ー フ ィ フ テ ィ

本校では、５０賞（前回の定期テストから５教科で５０点以上得点がアップした生徒を
フ ィフティ

対象）と４☆５０賞（５教科で４５０点以上を得点した
フォー フ ィフテ ィ

生徒を対象）の生徒を校長室で表彰しています。第４回

定期テストでの受賞者は、下表のようになりました。テ

スト範囲が広かったためか、難しい問題が多かったよう

です。また次回、 １年生 ２年生

がんばってほしい ５０賞 １人 ２人

です。 ４☆５０賞 ９人 １２人


